
      

ヒ
ロ
シ
マ
の
惨
禍
を
伝
え
る
朗
読
劇 

「
少
年
口
伝
隊 

一
九
四
五
」
上
演 

 

天
瀬
裕
康
（
渡
辺
晋
）
先
生
が
実
行
委
員
会

代
表
を
務
め
た
故
井
上
や
す
し
原
作
の
〈
朗
読

劇
〉
が
７
月
３
日
（
土
）
と
４
日
（
日
）、
広
島

市
内
の
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
広
島

県
・
市
や
地
元
テ
レ
ビ
局
、
新
聞
社
な
ど
幅
広

い
後
援
を
得
て
、
両
日
の
４
ス
テ
ー
ジ
と
も
前

り
、
当
日
券
と
も
完
売
だ
っ
た
そ
う
で
す
。 

売

 

間
も
な
く
原
爆
投
下
か
ら
65
年
目
の
８
月

６
日
で
す
。
あ
の
日
、
あ
の
こ
ろ
廃
墟
と
化
し

た
死
の
街
で
印
刷
で
き
な
い
新
聞
に
代
わ
り
、

メ
ガ
ホ
ン
で
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
る
少
年
た
ち
。

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
「
戦
争
と
平
和
」
を
み
つ

め
る
日
本
の
暑
い
夏
の
こ
の
時
期
、
す
ば
ら
し 

 

企
画
が
実
現
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

患
者
さ
ん
１
曲
い
か
が
？ 

 

関
町
病
院
（
山
田
新
太
郎
理
事
長
）
の
看
護

部
長
が
、
ギ
タ
ー
を
抱
え
て
ナ
ツ
メ
ロ
演
奏
で

高
齢
の
入
院
患
者
を
慰
め
る
…
…
５
月
の
あ
る

日
、
朝
日
新
聞
（
東
京
）
社
会
面
に
大
き
く
紹

介
さ
れ
た
。「
現
代
医
療
に
欠
け
て
い
る
の
は
人

間
的
な
、
精
神
的
な
面
。
詩
や
音
楽
の
力
は
大

き
い
」
と
い
う
山
田
先
生
。
た
だ
し
、「
へ
た
く

そ
が
や
っ
て
も
ダ
メ
、
腕
が
な
き
ゃ

。 」

ゴ
ル
フ
部
活
動
再
会
に
向
け
て 

前
回
の
春
季
号
送
付
時
に
ゴ
ル
フ
部
所
属
の

会
員
に
は
ご
案
内
致
し
ま
し
た
が
、
こ
の
秋
コ

ン
ペ
を
開
催
す
る
計
画
で
す
。
す
で
に
申
し
込

み
を
頂
い
た
秋
葉(

琢)

、
木
村
、
篠
上
、
中
島

な
お
、
開
催
時
期
は
10
月
上
旬
か
11
月
上

旬
の
予
定
。
参
加
者
、
日
程
な
ど
の
調
整
が
つ

に
し
ま
す
。 

か
な
い
と
き
は
中
止

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
２
（
３
４
４
）
０
８
７
９ 

 

新
入
会
員
の
紹
介
（ 

）
内
は
紹
介
者 

◎
今
岡 

信
浩 

〒
510-

８
５
７
５ 

四
日
市

市
日
永
５
０
３
９ 

美
術
・
写
真
・
洋
楽
・
文

芸 
 

精
神
科 

（
安

廣
迪
） 

井

◎
吉
元 

勝
彦 

〒
180-

０
０
０
６ 

武
蔵
野

市
中
町
１-

12-

10-

２
３
０
４ 

写
真 

 

内
科
＝

林
大 

杏

◎
白
矢 

輝
靖 

〒
673-

０
８
７
７ 

明
石
市

人
丸
町
４-

13 

写
真 

（
医
学
部
在
学
中
） 

◎
加
茂 

和
子 

〒
330-

０
０
７
４ 

さ
い
た

ま
市
浦
和
区

浦
和
１-

17-

３ 

洋
楽
部 

北

耳
鼻
咽
喉
科 

（
再
入
会
） 
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フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 
 
 

 
 
 

事務局の 

夏 休 み 
    

先
生
以
外

、
参
加
ご
希
望
の
方
は
、 

８
月
８
日
（
日
）
〜
15
日
（
日
） 

 

旧
盆
の
期
間
を
中
心
に
連
休
と
な
り
ま
す
。
こ 

の
間
は
、
郵
便
物
の
送
付
や
Ｆ
ａ
ｘ
は
ご
遠
慮
く 

だ
さ
い
。
で
き
れ
ば
Ｅ
メ
ー
ル
も
。 

で

①
お
名
前 

②
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ 

③
ゴ
ル

フ
プ
レ
ー
年
数 

④
連
絡
先
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ま

た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
…
…
以
上
を
事
務
局
へ


